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整理番号 011 応募タイトル 海の大手門
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入賞作品の紹介

●最優秀賞（１作品）

《審査員の主な講評》

 水門を大阪城の大手門のイメージでとらえ、管理棟を櫓に見立てている。（杉村審査委員）
 現実的なデザイン。上下流の視点を考慮したデザインや夜間照明を利用するなど、細かい工

夫が感じられる。（山上審査委員）
 歴史や大阪らしさに力点を置いた基本コンセプトが示され、基本コンセプトに基づいたデザ

インが提案されている。また、施設毎の機能、構造、仕様が具体的である。（岩田審査委
員）

 全体に照明の利用が巧みで、方向による景観の違いも興味深い。（澤井審査委員）
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入賞作品の紹介

●優秀賞（１作品）

整理番号 002 応募タイトル 守り、干渉する、すいもん

《審査員の主な講評》

 楕円形の展望施設で現水門のイメージを継承しようという発想がユニーク。（久保田審査
委員長）

 水門のデザインでは、避難場所としての水門というアイデアは興味深い。水門操作室の内
部や、管理施設の提案も、災害時の実用性と日常の楽しみ方が良く考えられている。
（重山審査委員）

 水門を中心に波紋が広がるような流線形のデザインが地域に統一感と伸びやかさを与えて
いる。水門のランドマークとしての存在感だけでなく、水門を地域の魅力づくり、まちづ
くりの中心施設として据えるスタンスが評価できる。（武田審査委員）



（奨励賞）帰ってきた「まちみなと」 Benten Biennale （奨励賞）ＮＥＷ ＧＡＴＥ ベイエリアと都心部を結ぶ場所

（奨励賞）ＢＥＮＴＥＮ２０５０ （審査員特別賞）「安治川いいであいプロジェクト」
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入賞作品の紹介

●奨励賞（３作品）および審査員特別賞（１作品）
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二次審査（公開プレゼンテーション）実施状況

◆公開プレゼンテーションの様子

※二次審査（審査状況）の様子は非公開

【参考】YouTube Live視聴数 約75人


